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水害・土砂災害情報統合ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの開設 ～情報の一元化～

○ これまで、情報発信者がそれぞれ提供していた情報を一目で確認できるよう、ポータルサイトにお
いて、「気象情報」、「水害・土砂災害情報」等を一元的に集約して提供しています。

①インターネットで「川の防災情報」を検索してください。

②専用サイト「川の防災情報」にアクセスし、「中国」をクリックしてください。

①

②

もしくは、右の二次元コードを読み取り、インターネットに接続して下さい。
二次元コード
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危機管理型水位計 ～低コストの水位計で水位観測網を充実～

○ 危機管理型水位計は洪水時の水位観測に特化した低コストな水位計で、これまで水位計の無かっ
た河川や地先レベルでのきめ細やかな水位把握が可能となりました。

○ 危機管理型水位計は、

① 「堤防高さや川幅などから、相対的に氾濫が発生しやすい箇所」

② 「氾濫により行政施設・病院等の重要施設が浸水する可能性が高い箇所」

③ 「支川合流部など、既設水位計だけでは実際の水位が捉えにくい箇所」

などを対象として、既設水位計の配置や現地状況等を踏まえて配置箇所を選定しています。

○ 危機管理型水位計は平成30年度末までに管内河川で401台を整備済みです。

■危機管理型水位計の設置例
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二次元コード



河川水位観測所箇所
（基準観測所 ５基）

危機管理型水位計設置箇所
（国土交通省20基）平成30年度設置

天神川では、2018年（平成30年）度に20箇所設置。

危機管理型水位計は、「川の水位情報（http://k.river.go.jp）」で、堤防天端高と水位の差を確認可能。

現在の水位を表示

川の水位情報HP

クリック

凡例

危機管理型水位計 ～低コストの水位計で水位観測網を充実～
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倉吉河川国

設置状況（天神川12k300右岸の場合）

簡易型河川監視カメラ

危機管理型水位計

○簡易型河川監視カメラ 簡易型河川監視カメラ(14基）
危機管理型⽔位計 （20基）

【⽬的】
令和2年2⽉より、⾝近な河川の状況をリアリティを
もって伝え、地域の⽅の避難に活⽤していただくため、
「簡易型河川監視カメラ」を天神川⽔系の国管理
区間に１４箇所整備している。

【観測の状況】
河川の状況をカメラで配信（10分間隔）
【情報提供サイト】 ※危機管理型⽔位計と同じ
「川の⽔位情報」
http://k.river.go.jp/

 従来の⽔位情報に加え、リアリティのある洪⽔状況を画像として住⺠と共有し、地域の⽅の避難に活⽤して
いただくために、2019年（令和元年）度に簡易型河川監視カメラを14箇所に設置。

 簡易型河川監視カメラの映像は、危機管理型⽔位計と同様に「川の⽔位情報」で確認。

■危機管理型⽔位計

川の⽔位情報
⼆次元コード

「川の⽔位情報」の表⽰例

■簡易型河川監視カメラ
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簡易型河川監視カメラ



倉吉河川国

クリック

「川の⽔位情報」
http://k.river.go.jp/

出⽔時 平常時
出⽔時と平常時の⽐較イメージ

出⽔時と平常時の⽐較ができます

5

簡易型河川監視カメラ



天神川⽔系において、令和元年度に14台を設置していますが、令和2年度でさらに1台設置予定。
設置個所：天神川左岸1.7ｋ付近に設置予定。

簡易型河川監視カメラ設置個所位置図

簡易カメラ設置位置

カメラアングルイメージ

令和2年度設置予定箇所
設置位置
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簡易型河川監視カメラ



水害リスクライン ～洪水危険度の見える化～

○ 令和元年９月１１日より、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流
まで連続的に洪水の危険度が分かる「水害リスクライン」による水位情報の提供を開始しました。

○ 「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に上
流から下流まで連続的に洪水の危険度を表示することが可能となります。

○ 自分がいる付近の川の危険度が明確となるので、迫り来る洪水の危険を自分の事こととして認識
し、避難行動をとるきっかけとなることが期待されます。

※計算値により危険度を評価していることから、「水害リスクライン」が示す河川の状況は、実際の状況と異なる場合があります。

水位観測所の水位で代表し

て、一連区間の危険度を表示
左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示

表示イメージ

「川の防災情報」の表示例

浸水想定区域図

※破堤地点毎の浸水想定区域等が
確認できます。

観測所水位
（ポップアップ）

カメラ画像
（ポップアップ）

●●●

7

二次元コード



ハザードマップポータルサイト

○ 身の回りでどんな災害が起こりうるのか、調べることができます。

○ 様々な防災に役立つ情報を地理院地図に重ねて閲覧できる「重ねるハザードマップ」と、市町村が
作成するハザードマップへのリンク集である「わがまちハザードマップ」があります。

二次元コード

パソコン、スマートフォン：
https://disaportal.gsi.go.jp/
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『ＹｏｕＴｕｂｅ』を活用した河川カメラ映像のライブ配信

○ リアリティーのある防災情報の発信として、YouTubeを活用して河川カメラ映像をライブ配信してい
ます。（試行）

○ 令和元年7月31日から高梁川、太田川を対象に配信しており、今後対象河川を拡大していく予定
です。

○ 映像はスマートフォン等から、YouTubeの「国土交通省中国地方整備局」チャンネルにて確認いた
だけます。
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逃げなきゃコール

○ 「逃げなきゃコール」とは、離れた場所に暮らす高齢者等の家族に危険が差し迫った場合、家族が
直接電話をかけて避難行動を呼びかける取組です。

○ 自らの避難に役立つ情報を入手するとともに、大切な人への避難の呼びかけもお願いします。

二次元コード

国土交通省のホームページ

（http://www.mlit.go.jp/river/risp/policy/33nigecall.html/）
などに各種アプリ等が掲載されています。

10




